








乳児健診における発達障害児の早期発見・早期診断を目的とした行動の評価法としては、

①検査および行動観察、②親の報告の2法がある。乳健においては、これらの方法は両者

とも不可欠といえる。 

筆者は、'精神遅滞(MR)のリスクのある児の早期発見・早期診断の一助となる評価法を確立

するために今年度は発達障害児の乳児期の状態を明らかにしょうとした2、3の文献を検討

した。 

その結果、自閉症児、言語遅滞児および精神遅滞児の乳児期の状態像に関して一定の行動

特徴が認められるようであり、しかしその行動特徴はこれらの群においても大差なく、し

かも重症度にも影響されないようであった。 


